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目次へ

1	パソコンの電源を入れます。

2	取り出し部を前に押して、コネクターを出します。

3	取り出し部を押したまま、付属の延長ケーブルに接続します。

付属の延長ケーブル

本製品の USB コネクターの向きと、延長ケーブルの USB ポートの上下方向に注意して接続し
てください。

パソコンに接続する Win Mac
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目次へパソコンに接続する

3	付属の延長ケーブルのUSB［A］コネクターを、パソコンの	USB	ポートに接続します。
正しく接続されると、LED が点滅します。（指紋認証の登録前は、LED が点滅し続けます。）

LED

延長ケーブルの USB コネクターの向きと、USB ポートの上下方向に注意して接続してくださ
い。

USB ハブやキーボードのUSBポートには接続しないでください。正常に動作しないことがあ
ります。

WindowsⓇ10/8.1 の場合

①.自動的に認識され、ポップアップが表示されます。

②.自動的に認識され、ポップアップが表示されます。
ポップアップをクリックすると、動作を選択する画面が表示されます。

③.「フォルダーを開いてファイルを表示」をクリックします。

専用ソフトウェア「ELECOM 指紋認証アプリ .（exe）」アイコンが表示されます。
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目次へパソコンに接続する

WindowsⓇ7 の場合

①.自動的に認識され、通知領域にインストール完了のメッセージが表示されます。

2 回目以降は挿入するだけで使用できます。

②.フォルダーを開いてファイルを表示」をクリックします。

専用ソフトウェア「ELECOM 指紋認証アプリ .（exe）」アイコンが表示されます。

Macintosh の場合

①.自動的に認識されます。
②.デスクトップに「Public」のドライブアイコンと「App.Folder」のディスクアイコンが表
示されます。

「Public」はデータの読み書きができます。
「App Folder」には Windows 版アプリ「ELECOM 指紋認証アプリ」が収納されていますが、Macintosh
では使用できません。

Macintosh では、登録済みの指紋での認証解除と、「Public」/「Secire」でのデータの読み書
きのみ可能です。
指紋の登録やパーティション変更などの機能は使用できません。
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目次へソフトウェアを起動する

1	「ELECOM指紋認証アプリ .（exe）」アイコンをダブルクリックします。

「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたときは、［はい］または［続行］をクリックします。

管理者の登録画面が表示されます。

画面上部の ELECOM ロゴをクリックすると、バージョン情報が表示されます。また、
をクリックすると本マニュアルが表示されます。

パソコンに他のリムーバブルディスクが接続されている場合、またパソコンにインストールさ
れているセキュリティソフトの影響により、正しく動作しないことがあります。
その場合は、他のリムーバブルディスクを取りはずす、セキュリティソフトを変更するなどの
対応をしてください。

Win
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目次へ管理者を登録する

初めてソフトウェアを起動したときは、管理者を登録する画面が表示されます。

1	管理者の登録画面で をクリックします。

2	「新しいパスワード」欄と「新しいパスワードを確認する」欄に同じパスワードを入力し、
をクリックします。

• パスワードは、半角を 16 文字以内で入力してください。16 文字以上を入力すると、エラー
画面になります。

• パスワードはひとつしか登録できません。

Win
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目次へ管理者を登録する

3	管理者の名前を入力し、 をクリックします。

管理者名は、全角の場合 8 文字以内、半角の場合 16 文字以内で入力してください。それ以上
の文字を入力すると、エラー画面になります。

4	指紋認証画面が表示されます。
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目次へ管理者を登録する

5	本製品の指紋認証センサーに指を押し当て、指紋をスキャンします。

①.指紋認証センサーに指を押し当てると、画面の指紋表示が赤くなります。
「指を離してください」と表示されたら、指を離してください。

②.次に点滅している部分が認識されるように、指を傾けてタッチしてください。
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目次へ管理者を登録する

③.①②の操作を 6回続けてください。
六分割された指の指紋がすべて登録されると認証が完了します。

•.指紋認証センサーや指が汚れていたり、濡れていたりすると、正しく指紋認証できないこと
があります。その場合は、汚れや水分を布などで拭き取ってから、改めて操作してください。
•.登録済みの指を押し当てた場合など、エラー画面が表示された場合は、［やり直してくださ
い］をクリックし、改めて指紋をスキャンしてください。
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目次へ指紋認証を使って本製品を使用する

指紋認証済みの本製品を挿入すると、パソコンのリムーバルデバイスには、下記の 3 種類のフォルダー
が表示されます。
Windows の場合 Macintosh の場合

CDドライブ：.
App.folder

指紋認証プログラムが保存されています。ダブルクリックすると、指紋認
証登録画面が表示されます。（Macintosh では使用できません。）

Public フォルダー 指紋認証なしで読み書きできるフォルダーです。

Secure フォルダー 指紋認証で保護されたフォルダーです。指紋認証が完了するまで表示され
ません。

Secure フォルダーを使用するには、次のように操作します。

1	本製品をパソコンに挿入します。
自動再生が設定されている場合は、自動再生画面が表示されます。

2	指紋認証済みの指で、指紋認証センサーをタッチします。

Secure フォルダーが表示されます。

Win Mac
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目次へ

指紋認証編集画面を表示する

指紋認証を編集する

指紋認証編集画面を表示する

1	本製品を挿入した状態で、「CDドライブ：App	folder」アイコンをダブルクリックします。

製品挿入時に、自動再生画面が表示された場合は、「フォルダーを開いてファイルを表示」をク
リックしてください。

指紋認証画面が表示されます。

• 管理者パスワードを使って Secure フォルダーを使用することもできます。その場合は、指
紋認証画面で［パスワードで認証］をクリックします。

管理者パスワードを入力して、 をクリックします。

Win
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目次へ

指紋認証編集画面を表示する
指紋認証を編集する

• 管理者パスワードを変更したいときは、「管理者パスワードを変更する」（⇒22ページ）を参
照してください。

• 間違った管理者パスワードを 10 回続けて入力すると、次のメッセージが表示されます。「間
違った管理者パスワードを10回続けて入力したとき」（⇒25ページ）を参照してください。

2	指紋認証済みの指で、指紋認証センサーをタッチします。

3	正しく認証が完了すると認証完了画面が表示されます。

Secure フォルダーにアクセスできるようになります。
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目次へ

指紋認証編集画面を表示する
指紋認証を編集する

指紋認証されなかった場合は、「認証失敗」と表示されます。
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目次へ

管理者登録やユーザー登録を追加する
指紋認証を編集する

管理者登録やユーザー登録を追加する
本製品では、最初に登録した管理者を含め、最大 10 名まで管理者またはユーザーが登録できます。

1	指紋認証編集画面で、 をクリックします。

2	追加する管理者やユーザーの名前を入力し、 をクリックします。
管理者権限のないユーザーとして登録するには、 （管理者）をクリックして非アクティブ表示にし
ます。

管理者名やユーザー名は、全角の場合 8 文字以内、半角の場合 16 文字以内で入力してくださ
い。それ以上の文字を入力すると、エラー画面になります。
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目次へ

管理者登録やユーザー登録を追加する
指紋認証を編集する

3	「管理者を登録する」（⇒6ページ）の手順4の操作を行います。
正しく追加されると、追加された管理者名またはユーザー名が表示されます。

管理者権限について
管理者権限を持っているユーザーと管理者権限を持っていないユーザーでは、次の表のように
使用できる機能に違いがあります。

Secureフォルダーの
ロック解除

（データの読み込み・
書き込みも可能）

新しい指紋の
追加登録

指紋や
パスワードの編集 パーティション設定

管理者権限
持っている.
ユーザー

○ ○ ○ ○

管理者権限
持っていない
ユーザー

○ ✕ ✕ ✕
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目次へ

登録内容を変更する
指紋認証を編集する

登録内容を変更する

1	指紋認証編集画面で、登録内容を変更したい管理者名またはユーザー名を選択し、 （編
集）をクリックします。

管理者名またはユーザー名を選択せずに （編集）をクリックすると、「削除 /編集したいユー
ザーを選択してください」と表示されます。その場合は、 をクリックしてメッ
セージ画面を閉じ、管理者名またはユーザー名を選択してから （編集）をクリックしてくださ
い。

2	必要に応じて、管理者名またはユーザー名を変更したり、 （管理者）をクリックして管
理者権限をアクティブ /非アクティブ化します。

3	登録している指紋を変更する場合は、「指紋を変更する」をクリックします。
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目次へ

登録内容を変更する
指紋認証を編集する

4	「管理者を登録する」（⇒6ページ）の手順4の操作を行います。

指紋が完全に登録されると、登録完了の画面が表示され、手順1の画面に戻ります。



18

目次へ

登録を削除する
指紋認証を編集する

登録を削除する

1	指紋認証編集画面で、削除したい管理者名またはユーザー名を選択し、 （削除）をクリッ
クします。

登録者名またはユーザー名を選択せずに （削除）をクリックすると、「削除 /編集したいユー
ザーを選択してください」と表示されます。その場合は、 をクリックしてメッ
セージ画面を閉じ、登録者名またはユーザー名を選択してから （削除）をクリックしてくださ
い。

2	管理者名またはユーザー名が削除されます。

管理者は最低 1名が登録されている必要があります。最後の管理者を削除しようとすると、
「少なくとも 1つの管理者アカウントを保持する必要があるため、削除できません。」と表示さ
れます。
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目次へ本製品のパーティションを変更する

本製品の Public フォルダー（指紋認証なし）と Secure フォルダー（指紋認証で保護）の割合を変更する
ことができます。

1	指紋認証編集画面で、［パーティション設定］をクリックします。

2	表示内容を確認し、 をクリックします。
USB メモリがフォーマットされるため、バックアップを求めるメッセージが表示されます。

3	容量表示の区切り部分をドラッグして Public フォルダーと Secure フォルダーの割合を
変更し、 をクリックします。

Win
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目次へ本製品のパーティションを変更する

4	管理者の指紋登録済みの指で、指紋認証センサーをタッチします。

5	パーティション設定を開始します。
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目次へ本製品のパーティションを変更する

6	パーティション設定が完了します。確認画面で をクリックします

7	本製品を一度パソコンから取り外した後、再度パソコンに挿入します。
設定したバーティション容量で本製品が使用できるようになりました。

• 管理者パスワードを使用する場合は、指紋認証画面で［パスワードで認証］をクリックします

管理者パスワードを入力して、 をクリックします。

パーティション設定を開始します。設定が完了したら、確認画面で をクリッ
クします。
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目次へ管理者パスワードを管理する

管理者パスワードを変更する

1	指紋認証画面で、「パスワードで認証」をクリックします。

2	パスワード入力画面で、「パスワードを忘れましたか ?」をクリックします。

4	「新しいパスワード」に新しい管理者パスワードを入力し、「新しいパスワードを確認する」
にもう一度新しい管理者パスワードを入力します。

Win
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目次へ管理者パスワードを管理する

5	「指紋を確認して変更する」をクリックします。

6	管理者の指紋登録済みの指で、指紋認証センサーをタッチします。

. 指紋が認証されます。
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目次へ管理者パスワードを管理する

7	「パスワードが変更されました」と表示されたら、 をクリックします。

8	変更したパスワードで、指紋認証編集画面が表示されます。
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目次へ管理者パスワードを管理する

間違った管理者パスワードを 10回続けて入力したとき

1	間違った管理者パスワードを 10回続けて入力すると、次のメッセージが表示され、本製
品を初期化する必要があります。

初期化をすると、Secure 領域と指紋登録情報が出荷時の状態に戻ります。
Public 領域内のデータはそのままの状態が保たれます。

1	 をクリックします。
初期化を開始します。

2	初期化が完了します。
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目次へ管理者パスワードを管理する

3	約2秒後、ELECOM指紋認証アプリや開いているPublicフォルダーが自動的に閉じます。

4	パソコンから本製品を取りはずします。（「パソコンから取りはずす」（⇒27ページ））

5	本製品をパソコンに挿し直し、ELECOM指紋認証アプリを起動します。（「パソコンに接
続する」（⇒2ページ））

6	再度管理者パスワードの設定から始めてください。（「管理者を登録する」（⇒6ページ））
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目次へパソコンから取りはずす

LEDの点滅中は、本製品を取りはずさないでください。

WindowsⓇ10 の場合

1	「PC」を開きます。
・タブレットモードの場合

①.次のA、Bいずれかの方法で、「エクスプローラー」を起動します。
A  画面左下の 「エクスプローラー」アイコンをタップします。

B  「すべてのアプリ」－「Windows システムツール」－「エクスプローラー」をタップします。

②.「PC」から本製品のUSBドライブまたはリムーバブルディスクを選択します。
・デスクトップモードの場合

①.次のA、B、C、D.いずれかの方法で「エクスプローラー」を起動します。
A  「スタート」ボタンをクリックし、「エクスプローラー」をクリックします。

B  「スタート」ボタンをクリックし、「Windows システムツール」－「エクスプローラー」をク
リックします。

C  タスクバーの （エクスプローラー）アイコンをクリックします。

D 「スタート」ボタンを右クリックし、「エクスプローラー」をクリックします。

②.「PC」から本製品のUSBドライブまたはリムーバブルディスクを選択します。

Win Mac
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目次へパソコンから取りはずす

2	USB	ドライブを選択して、エクスプローラーの［管理］タブの をクリックします。

3	「安全に取り外すことができます。」という内容のメッセージが表示されます。。

4	本製品を延長ケーブルごとパソコンのUSBポートから取りはずします。

WindowsⓇ8.1 の場合

1	「画面左隅の「スタートボタン」を右クリックし、「エクスプローラー」をクリックし、「PC」
を開きます。

2	リムーバブルディスクを選択して、エクスプローラーの［管理］タブの をクリック
します。

3	「安全に取り外すことができます。」という内容のメッセージが表示されます。。

4	本製品を延長ケーブルごとパソコンのUSBポートから取りはずします。



29

目次へパソコンから取りはずす

WindowsⓇ7 の場合

1	通知領域にあるアイコン（ ）を左クリックします。

通知領域に が表示されている場合は、 をクリックすると が表示されます。

2	表示されたメッセージをクリックします。

本製品以外に他の USB 機器や PC カードを使用している場合は、両方の名前が表示されます。
この場合は本製品のメッセージ（“USB 大容量記憶装置デバイス”）をクリックしてください。

3	「安全に取り外すことができます。」という内容のメッセージが表示されます。。

4	本製品を延長ケーブルごとパソコンのUSBポートから取りはずします。

Macintosh の場合

1	Finder を起動します。

2	「デバイス」から「Public」の右横の をクリックします。

3	Secure フォルダーが表示されているときは、同様に「デバイス」から「Secure」の右横の
をクリックします。

4	本製品を延長ケーブルごとパソコンのUSBポートから取りはずします。
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